





































































































































































































特徴とまさしく一致し，これは妥当な解釈と言えよう。酈道元は 2 本の水路を 1 つのものと
見なして昆明池を水源とすると注を付したが，地図の誤読によって生じた誤りと考えられる。
昆明故渠は泬水を横断し，東に流れて北に曲がり，泬水から分流して長安城を貫く明渠と
長安城の東で合流する。明渠との合流点でまた 2 つに分かれ，1 つは長安城に沿って北流し








































































































































































































































































































































































漢の武帝は元光 6 年（前 129）に漕渠を開削し，3 年かけて完成させた［65］。漕渠は渭水を
現在の咸陽市南釣魚台付近から取り込み［66］，東に流れて滈水・潏水を横断して長安城の南
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